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石桜同窓会
盛岡市長田　町
岩手高等学校内
印刷山口北州印刷㈱

平成15年度石桜同窓会

∴∴ゝ・…問催される

平
成
1
5
年
度
の
石
桜
同
窓
会
捨
金
は
、
1
0
月
1
7
日
勧

午
後
6
時
か
ら
盛
岡
市
駅
前
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
盛
岡
本
館
で
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
は
お
よ
そ
5
0
名
が
出
席
、
会
務
報
告
、
決
算
、

予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
役
員
改
選
案
も
上
程
さ
れ
て
、

原
案
通
り
可
決
し
た
。

総
会
は
事
務
局
の
川
村
庸
二

先
生
（
新
2
4
回
）
の
司
会
で
開

会
、
村
上
照
五
郎
（
新
2
回
）

会
長
が
登
増
し
て
挨
拶
し
た
。

そ
の
中
で
母
校
の
生
徒
数
の

減
少
か
ら
同
窓
会
の
財
政
状
況

に
触
れ
、
卒
業
生
か
ら
も
同
窓

会
年
会
費
の
徴
収
も
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
母
校
生

徒
の
ク
ラ
ブ
活
動
支
援
、
〓
僧

の
会
月
相
互
の
親
睦
交
流
に
努

め
、
母
校
の
繁
栄
に
大
い
に
寄

与
で
き
る
基
盤
を
整
え
る
方
針

を
強
め
た
い
と
訴
え
た
。

次
い
で
来
賓
の
岩
手
奨
学
会

理
事
の
遠
藤
貫
中
元
校
長
（
旧

1
回
）
は
母
校
は
今
年
創
立
7
7

年
を
迎
え
、
現
校
舎
に
つ
い
て

も
整
備
計
画
を
立
て
る
時
期
で

あ
る
と
来
棄
挨
拶
の
中
で
話
し

た
。
ま
た
7
0
周
年
記
念
事
業
と

し
て
同
窓
会
が
寄
贈
し
た
バ
ス

2
台
は
ク
ラ
ブ
活
動
を
中
心
に

遠藤奨学会理事　村上同港会長

母
校
の
現
状
報
告
を
す
る
菊
地
校
長

乾
杯
発
声
の
柴
内
奥
昭
氏

有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
旨
も

つ
け
加
え
た
。

議
長
席
に
は
長
谷
川
哲
吾

（
新
1
3
回
）
氏
が
選
ば
れ
て
着
席

後
審
議
に
入
り
、

H
会
務
報
告

日
一
般
会
計
決
算
報
告
及
び

特
別
会
計
決
算
報
告

日
ク
ラ
ブ
強
化
育
成
基
金
報

告
囲
監
査
報
告

㈲
1
5
年
度
事
業
計
画
案
審
議

囲
1
5
年
度
一
般
会
計
予
算
案

及
び
特
別
会
計
予
算
案
審

議
掴
役
員
改
選
審
議

が
上
程
さ
れ
、
役
員
は
全
員
留長谷川韻長事務局　川村先生

任
と
し
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ

た
。懇

親
会
参
加
者
は
約
7
0
名
を

数
え
、
村
上
会
長
挨
拶
の
あ
と
、

菊
地
治
雄
（
新
1
0
回
）
校
長
は

ク
ラ
ブ
の
活
躍
、
新
卒
の
進
路

状
況
、
生
徒
数
の
減
少
等
の
現

況
に
触
れ
、
入
学
者
に
つ
い
て

の
同
窓
生
の
応
援
を
得
た
い
と

挨
拶
し
た
。

乾
杯
の
発
声
は
柴
内
興
昭

（
新
3
回
）
氏
が
行
い
、
懇
談
に

移
っ
た
。
中
学
生
向
け
に
作
製

の
学
校
案
内
ビ
デ
オ
が
上
映
さ

れ
、
ま
た
今
回
幹
事
役
を
勤
め

た
新
1
3
回
生
の
中
か
ら
斎
藤
富

去
る
1
0
月
1
7
日
の
総
会
に

お
い
て
、
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
会
長
、
副
会
長
、
監
事

の
全
員
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
一
層
、
身
を
引
き
締
め

て
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
思
い
で
一
杯
で
す
。

今
年
も
母
校
の
卒
業
式
、

入
学
式
へ
の
列
席
を
は
じ
め
、

東
京
、
仙
台
を
含
め
た
各
市

町
村
の
石
桜
同
窓
会
、
卒
業

年
度
別
の
学
年
会
、
職
場
別
、

大
学
別
、
ク
ラ
ブ
別
の
石
桜

同
窓
会
に
、
副
会
長
と
手
分

け
し
て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
同
窓
会
で
は

大
勢
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に

お
会
い
し
、
貴
重
な
お
話
を

う
か
が
う
機
会
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
い
ず
れ
の
同
窓
の
皆

さ
ん
も
、
本
当
に
母
校
思
い

の
方
々
で
あ
り
、
常
に
母
校

の
発
展
を
望
ん
で
お
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
が
強
く
伝
わ
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

同
窓
会
で
の
話
題
の
多
く

は
、
公
立
高
校
の
統
廃
合
と

私
学
と
の
関
連
、
母
校
の
ク

ラ
ブ
活
動
の
状
況
な
ど
で
、

さ
て
、
石
桜
同
窓
会
の
目

的
は
、
会
則
の
第
三
条
に
あ

る
「
…
…
母
校
の
繁
栄
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

に
尽
き
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、

そ
の
運
営
手
段
は
、
第
1
3
条

の
経
費
の
項
に
あ
る
、
「
（
こ

の
会
は
）
入
会
金
・
終
身
会

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

実
際
、
7
0
周
年
の
折
の
寄

付
金
は
、
中
型
バ
ス
二
台
の

購
入
、
ク
ラ
ブ
強
化
育
成
基

金
、
石
板
会
補
助
金
の
拠
出
、

ま
た
校
歌
・
応
援
歌
の
C
D

作
成
等
に
大
い
に
薔
献
い
た

再
選
に
あ
た
り

石
桜
同
窓
会
会
長
　
村
上
　
照
五
郎

学
校
長
や
学
校
関
係
者
が
出

席
さ
れ
た
折
に
は
、
右
横
新

聞
そ
の
他
の
資
料
等
で
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
同
窓

会
役
員
の
み
の
出
席
の
際
に

は
、
私
た
ち
が
分
か
る
範
囲

で
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

費
・
寄
付
に
よ
っ
て
運
営
す

る
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
ま

す
。し

か
し
、
昨
今
の
少
子
高

齢
化
は
生
徒
数
に
影
響
が
あ

る
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
こ

と
で
、
同
窓
会
と
し
て
も
考

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
員

各
位
に
毎
年
、
寄
付
を
お
願

い
す
る
の
も
困
難
な
と
こ
ろ

か
ら
、
今
後
も
母
校
支
援
の

活
動
を
十
分
に
す
る
た
め
に

は
、
年
会
費
（
仮
称
）
　
と
い

う
形
で
納
入
を
お
願
い
で
き

な
い
も
の
か
と
い
う
案
が
理

事
会
で
検
討
さ
れ
た
こ
と
も

お
知
ら
せ
い
た
し
て
お
き
ま

す
。ち

な
み
に
市
内
の
高
校
の

同
窓
会
規
約
を
二
、
三
拝
見

い
た
し
ま
し
た
が
、
す
べ
て

こ
の
方
式
（
年
会
費
）
を
採

用
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
た

だ
し
、
石
桜
同
窓
会
の
場
合

は
、
こ
れ
ま
で
終
身
会
費
を

納
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
、
そ
の
点
と
の
整
合
性

を
求
め
て
現
在
検
討
中
で

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
中
に

何
か
妙
案
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ

お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
母
校
の
発

展
の
た
め
、
よ
ろ
し
く
お
顔

い
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

夫
ら
3
氏
の
バ
ン
ド
前
奏
で
「
マ

イ
ウ
ェ
イ
」
「
ス
タ
ン
ド
・
バ
イ
・

ミ
ー
」
な
ど
7
～
8
曲
を
披
露
、

盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

明
年
は
4
、
1
4
、
2
4
、
3
4
回

生
等
が
懇
親
会
の
企
画
運
営
を

す
る
。

平 成 1 5 年 度 予 算

1　 －・般 会 書十

1収入 の 郡

科　　　 目 本 年 l荘子 で‡和 平 I韮 1 4 年 J立予 口 靴i

会　　　　　　　　 報 1＿3 1 6 ．0 0 0 1 ．7 8 5 ＿u U O
入　　　 会　　　 金 9 4 0 ．0 0 0 1 ＿2 7 5 ．O n O
総　 会　 会　 券　 代 4 2 0 ．0 0 ∩ 5 1）0 ．0 0 0
利　　　　　　　　 子 7 1 ＿O l）0
雑　　　 〃父　　　 入 1 7 0 ．2 2 1I 2 0 0 ．0 0 0
繰　　　 越　　　 金 7 ．17 3 6 4 ．3 0 0

合　　　　　 封 2 ＿8 5 3 ．4 0 0 3 ．8 2 5 ．3 0 0

支 出 の 邪

会　　　 話過　　　 資 7 0 0 ＿ll0 0 7 0 0 ▲0 0 0
石 坂 会 補 助 金 2 5 0 ．0 0 n 2 5 0 ．0 0 0
匂】　　 l別　　　 報 4 9 3 ．O l）0 4 0 0 ．0 0 0
慶　　　 弔　　　 j斡 9 6 ．110 0 7 0 ▲0 0 0
羞璃　　　 †持　　　 符 6 0 4 ．110 tI 6 0 rI ．0 0 0
Ⅶ　　　 溺　　　 竜野 1 0 ＿0 0 0 5 0 ▲U O n
叩こ　 ≡所　　 二手　　 当 6 0 ．0 0 0 6 0 ．0 0 0
劇上　　　　　　　　 砂 3 n O ．0 （10 6 0 0 ＿q O O

特 別 会 計卜線名 入 10 0 」川旧 9 0 0 ＿n n 0
j庖　　　 戻　　　 金 0 0
予　　　 〈躇　　　 曹 2 4 り．4 110 1 9 5 ．3 0 0

合　　　　　 言1‾ 2 ＿8 5 3 ＿4 0 0 3 ．8 2 5 ＿3 0 0

＝ ・特 別 会 】汁

llX 人 の 部

躍斗　　　 日 本 年 度 や ∃狂額 平 成 1 4 年 J蜜 予モ丁稚 i

－ 般 会 言十よ り細 入 10 0 ．0 0 0 9 0 0 ．0 0 0
利　　　　　　　　 子 1 5 1 二0 0 0
i底　　　 戻　　　 金 0 0
絞　　　 成　　　 金 73 8 ．7 3 5 7 3 8 ＿7 2 2

ノゝ 　　　　 i汁 8 3 8 ．7 5 0 1 ．6 3 9 ．7 2 2

支 出 の 部

i底　　　 戻　　　 金 0 9 0 0 ．0 0 0
合　　　　　 計 0 9 0 0 ．0 0 0

平成14年度　クラブ強化育成基金　決算書

収入の部

項　　　　 目 決 算耕 （円 ） 備　　　　 考

繰　 越　 金 2 ，25 9 ．8 0 5

蓋 峰 金 C D すb り轟宗利　　　　 息 53

返　 戻　 金 3 ．0 0 0．0 0 0 好 捕 飢 十か ら 壇 茶

合　　 計 5 ，2 59 ．8 5 8

項　　　　 目 決 算額 （円 ） 備　　　　 考

教育社復金補助 80 0 ．0 00 教 育 後援 会補 助

合　　 計 80 0 ．0 00

繰越金　4．459．858円

平成14年度　会務報告
（l）平成14年8月27日（火）　常任里準会（さのえね本店）

会費伯上げ、学校への補助、総会の持ち方
入会金5．0011（3．000）円、会『狩7．000（5．000）円

会計監護（きのえね支店）
埋市会　くさのえね支J占）

総会誠実書講
総会（ホテルメトロポリタン盛岡）
会報27号発行

会計監査（さのえね支店）
理一輝会（さのえね支店）

総会言義案審議

（2）平成14年9月9日（月）
（3）平成14年9月13日（金）

（4）平成14年10月18日（金）
（5）平成14年12月13日（金）
（6）平成15年9月19日（金）
（7）平成15年9月261ヨ（金）

平成15年度　事業計画
1．指針
母校の繁栄に大いに寄与できる堪舶：を彪える。

2．事叢書十画
（1）将校クラブ活動を横棒的に支援する。

（クラブ強化行成基金の適切な活用）
（2）全土ミ相互の親睦交流を図る。

（支部、地区会、クラス会琴の節目を丞祝した！蒜会を盛
んにする）

（3）本部と支部・地区会等の連携を図る。
（相互に†持報を払竺供する）

販
売
価
格
　
　
　
－

1
枚
二
千
円
（
税
込
）

お
と
と
し
1
0
月
に
待
望
の
C

D
が
完
成
し
、
理
事
会
や
総
会

の
折
は
受
付
で
校
歌
応
援
歌
が

流
さ
れ
、
石
桜
同
窓
会
の
雰
囲

気
が
さ
ら
に
悪
気
高
揚
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
も
桜
の

季
節
の
校
舎
・
石
割
桜
と
大
変

良
く
で
き
て
お
り
ま
す
。

各
支
部
総
会
や
、
ク
ラ
ブ
の

O
B
会
・
ク
ラ
ス
会
な
ど
で
C

D
を
流
し
た
り
、
販
売
も
し
て

お
り
ま
す
。
ど
ん
な
災
ま
り
で

も
ご
用
悪
い
た
し
ま
す
の
で
、

必
要
枚
数
を
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。
（
残
部
は
お
返
し
頂

い
て
結
構
で
す
）

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

l

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

一

割　　 烹

「こ う 弥 」
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東
京
石
桜
同
窓
会

来
年
度
は
新
卒
者
歓
迎
会
を

母
枚
と
共
催
で
開
催

近
津
義
一
（
新
8
回
）

東
京
石
桜
同
窓
会
（
近
津
義

芸
孟
）
は
去
る
1
0
月
2
5
日
、

東
京
・
宵
山
の
宵
山
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
ホ
ー
ル
に
、
在
京
同
窓
生

な
ど
約
7
0
名
を
集
め
て
平
成
1
5

年
度
、
第
2
1
回
「
東
京
石
桜
同

窓
会
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
た
。

同
つ
ど
い
で
は
遠
路
臨
席
し

た
菊
地
治
雄
校
長
、
村
上
照
五

郎
石
桜
同
窓
会
会
長
が
挨
拶
。

旧
制
6
回
生
の
鈴
木
能
男
氏
に

よ
る
乾
杯
の
あ
と
歓
談
。
午
後

8
時
過
ぎ
校
歌
を
高
ら
か
に
合

唱
し
て
散
会
し
た
。

な
お
席
上
、
数
年
前
か
ら
開

か
れ
て
い
る
新
卒
者
歓
迎
会
を
、

今
後
母
校
と
共
催
で
開
催
す
る

と
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

出席者が多いため前列の人はそのままで、2列目以降を2回に分けての撞影となった。

こ
れ
は
会
を
開
催
し
て
も
新

卒
者
の
参
加
が
少
な
く
困
っ
て

い
た
同
窓
会
と
、
進
学
者
の
そ

の
後
の
実
態
調
査
を
強
化
し
よ

う
と
し
て
い
る
母
校
の
、
両
者

の
ね
ら
い
が
一
致
し
、
来
年
度

は
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。
母

校
と
の
共
催
で
歓
迎
会
の
参
加

者
の
拡
大
が
期
待
で
き
る
こ
と
。

ま
た
母
校
は
新
卒
者
歓
迎
会
の

席
上
、
直
接
諮
問
す
る
こ
と
で

精
度
の
高
い
調
査
が
可
能
に
な

る
。仙

台
石
椴
同
窓
会

第
7
回
仙
台
石
桜
同
窓
会

開
催

横
田
英
司
（
新
1
1
回
）

今
年
度
の
仙
台
石
桜
同
窓
会

は
去
る
8
月
2
3
日
（
土
）
午
後
6

時
よ
り
1
R
仙
台
駅
東
口
「
美

点
花
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

毎
回
南
東
北
在
住
の
同
窓
に

呼
び
か
け
、
今
回
で
7
回
目
。

教
頭
の
青
木
文
一
先
生
と
同
窓

会
副
会
長
の
村
井
妃
之
氏
薪

1
8
回
）
が
出
席
さ
れ
、
総
勢
1
9

名
の
参
加
で
あ
っ
た
。

小
林
陵
二
会
長
（
新
3
回
）

の
開
会
挨
拶
、
青
木
教
頭
の
母

校
近
況
、
事
務
局
よ
り
会
務
報

告
、
畑
谷
監
事
の
会
計
監
査
報

告
、
役
員
改
選
そ
し
て
小
林
会

長
の
「
台
風
の
日
」
と
題
す
る

興
味
あ
る
話
題
提
供
が
な
さ
れ

た
。
以
上
総
会
は
滞
り
な
く
進

行
し
、
全
員
の
記
念
撮
影
の
後
、

怒
親
会
へ
と
移
る
。

村
井
副
会
長
の
挨
拶
、
乾
杯

の
発
声
に
よ
り
賑
々
し
く
懇
親

に
入
る
。
初
対
面
同
志
で
も
そ

こ
は
石
桜
同
窓
、
直
ち
に
和
ら

い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
。
合

間
に
は
交
互
指
名
に
よ
る
全
員

の
自
己
紹
介
。
初
参
加
の
大
島

元
氏
へ
新
2
0
回
）
指
揮
に
よ
る

校
歌
斉
唱
等
々
、
宴
も
盛
り
上

が
っ
て
8
時
4
5
分
、
来
年
の
再

会
を
期
し
閉
会
。

周
知
の
通
り
仙
台
は
校
歌
の

作
詞
者
土
井
晩
翠
氏
の
故
郷
。

昨
年
は
晩
翠
没
後
5
0
周
年
に
当

る
こ
と
か
ら
母
校
で
あ
る
仙
台

市
立
立
町
小
学
校
で
は
、
全
国

に
呼
び
か
け
て
晩
翠
作
の
校
歌

収
症
を
行
っ
た
。
晩
翠
は
約
2

0
0
校
の
作
詞
を
し
た
と
い
わ

れ
る
が
、
こ
れ
に
応
え
て
1
5

1
校
分
の
各
種
資
料
が
寄
せ
ら

れ
た
と
の
こ
と
。
な
お
、
同
校

で
は
こ
の
た
め
の
保
管
顔
料
室

を
新
設
し
、
一
般
に
も
公
開
し

て
い
る
の
で
一
度
見
学
を
お
勤

め
し
た
い
。
母
校
の
資
料
は
す

で
に
当
軍
務
局
よ
り
寄
贈
済
。

も
り
に
し
石
桜
会

も
り
に
し
石
桜
会
開
催

高
橋
隆
一
（
新
2
0
回
）

1
0
月
6
日
（
水
）
午
後
6
時
3
0

分
か
ら
、
盛
岡
市
青
山
2
丁
目

「
と
ん
と
ん
び
ょ
う
L
L
に
お
い

て
、
「
も
り
に
し
石
桜
会
」
を
開

催
し
た
。

当
日
は
県
都
盛
岡
市
の
西
部

地
区
と
雫
石
町
、
滝
沢
村
の
治

安
を
守
る
盛
岡
西
警
察
署
に
勤

務
す
る
1
7
回
生
か
ら
4

7
回
生
の

1
2
名
の
石
桜
会
会
員
が
出
席
し

た
。1

7
回
生
の
赤
澤
克
夫
氏
の
乾

杯
の
音
頭
で
懇
親
会
が
始
ま

り
、
歴
代
の
校
長
、
教
頭
、
教

官
、
先
生
方
々
の
懐
か
し
い
想 点

露
訳
叛
嵩
諏
卜
帯
締
昌
。
へ
、

摩
グ
ラ
ブ
O
B
会

石
桜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
会

総
会
を
母
校
で
開
催

斉
藤
裕
夫
（
新
1
1
回
）

伝
統
あ
る
岩
手
中
・
高
校
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
排
球
部
）
の

O
B
で
組
織
す
る
「
石
桜
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
会
」
（
会
長
・
靡
拍
匡

克
、
新
7
回
）
の
第
5
回
総
会

は
、
平
成
1
5
年
8
月
3
0
日
に
開

催
し
た
。
今
回
は
卒
業
し
て
以

来
、
母
校
を
訪
問
し
た
こ
と
が

な
い
O
B
も
多
く
、
当
時
の
面

影
を
残
す
講
堂
や
、
新
し
い
学

び
舎
の
観
察
・
現
役
の
激
励
な

ど
の
た
め
、
母
校
で
開
催
し
た

も
の
で
あ
る
。

な
お
、
7
月
2
6
日
に
は
役
月

会
を
開
催
し
、
総
会
提
出
案
件

を
審
議
し
た
。

◎
総
会
に
は
1
2
名
が
出
席
、
来

賓
と
し
て
菊
地
校
長
に
出
席

を
頂
い
た
。
ま
た
総
会
に
先

立
ち
、
O
B
と
現
役
が
一
緒

に
記
念
媒
影
を
行
っ
た
。

◎
総
会
に
先
立
ち
、
物
故
者
3
8

名
の
冥
福
を
祈
り
、
黙
錦
を

さ
さ
げ
た
。

◎
報
告
事
項
で
「
石
桜
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
会
の
活
動
状
況
」
・

「
現
役
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
活

動
状
況
（
戦
績
・
戦
評
）
」
・

「
全
数
・
寄
付
金
の
拠
出
状

況
」
・
「
新
会
員
の
紹
介
」
を

報
告
し
了
承
さ
れ
た
。

◎
総
会
の
議
長
に
小
岩
頒
児
氏

（
旧
1
7
回
）
を
選
出
し
議
事
を

進
行
、
議
決
事
項
で
は
、
「
会

賢
の
決
算
（
平
成
1
4
年
7
月

1
日
～
1
5
年
6
月
3
0
日
）
」
・ 「

平
成
1
5
年
度
活
動
計
画
」
が

上
程
、
審
議
さ
れ
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
。

◎
意
見
・
提
案
と
し
て
「
現
役

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
」
の
対
集

や
、
基
金
造
成
と
「
強
化
野
」

を
設
け
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
、

次
年
度
の
実
施
事
項
と
し
て

総
会
を
終
了
し
た
。

◎
総
会
終
了
後
は
会
場
を
ホ
テ

ル
東
日
本
に
移
し
、
「
懇
親

会
」
を
開
催
し
た
。
和
気
あ

い
あ
い
の
中
、
現
役
時
代
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
談
に
花
が
咲

き
、
来
年
の
再
会
を
約
し
閉

会
と
な
っ
た
。

§
現
役
に
ア
ド
バ
イ
ス

中
学
校
で
の
経
験
者
が
多

く
、
鍛
え
れ
ば
有
望
と
見
ら
れ

る
身
長
1
8
0
代
ン
以
上
の
部
員

が
4
人
い
る
。
今
後
は
原
点
の

憲
孤
を
統
一
し
、
来
春
の
高
総

体
盛
岡
地
区
予
選
突
破
を
最
大

の
目
標
と
し
、
パ
ス
・
レ
シ
ー

ブ
・
ア
タ
ッ
ク
・
サ
ー
ブ
を
要

素
と
す
る
基
礎
線
画
を
、
冬
期

間
に
や
り
抜
く
石
桜
精
神
力

の
発
揮
が
肝
要
で
あ
る
。
基
幹

的
な
瞬
発
力
・
ジ
ャ
ン
プ
カ
の

賛
成
は
緊
急
の
課
題
で
、
コ
ツ

コ
ツ
と
地
道
な
練
習
に
耐
え
抜

け
ば
明
る
い
展
望
が
あ
る
。

柔
道
部
O
B
会

現
役
の
稽
古
を
見
学

東
根
清
戴
（
旧
1
2
回
）

平
成
1
5
年
9
月
2
6
日
石
桜
同

窓
会
理
事
会
、
1
0
月
1
7
日
同
窓

会
の
総
会
に
出
席
致
し
ま
し
た

が
、
校
長
先
生
の
ご
挨
拶
に
「
卒

業
生
が
年
々
人
数
減
少
し
少
子

化
現
象
に
よ
り
、
今
後
ま
す
ま

す
学
校
運
営
、
ま
た
同
窓
会
組

織
全
体
に
重
大
な
影
響
を
生
じ

る
も
の
と
危
惧
懸
念
し
て
い
る
」

と
、
意
中
を
披
濫
な
さ
れ
た
。

同
年
1
0
月
2
7
日
、
久
し
振
り

で
柔
道
部
の
稽
古
見
学
に
行

く
。
佐
藤
正
俊
先
生
指
導
の
も

と
（
松
田
先
生
所
用
の
た
め
不

在
）
　
に
1
0
名
5
組
で
乱
取
の
稽

古
中
な
り
。
気
合
十
分
、
叱
咤

激
励
、
流
汗
凛
凛
、
筆
者
の
軽

重
級
の
老
人
と
遭
い
体
格
も
よ

し
、
み
ず
み
ず
し
く
若
さ
に
溢

れ
て
い
る
。
格
好
も
よ
し
。

紹
介
あ
り
「
幸
い
稽
古
の
体

験
は
、
き
っ
と
将
来
自
分
の
櫻

と
な
り
、
自
分
の
栗
本
に
な
る

は
ず
。
そ
し
て
怪
我
の
な
い
よ

う
に
」
と
、
老
婆
心
の
駄
弁
を

な
す
。佐

藤
正
俊
先
生
に
対
し
て

「
部
員
が
少
な
い
で
は
な
い
か
」

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
今
日
の
楷

古
着
は
、
1
・
2
年
の
生
徒
で

あ
り
、
他
校
で
は
正
選
手
の
5

名
の
編
成
も
出
来
ざ
る
学
校
も

あ
り
、
こ
れ
で
も
多
い
方
で
あ

る
」
と
の
事
な
り
。

前
述
し
た
ご
と
く
、
将
来
少

子
化
問
題
を
抱
え
学
校
の
部
活

の
部
種
が
多
い
た
め
に
、
部
員

も
少
人
数
と
な
る
可
能
性
が
必

然
と
筆
者
な
り
に
思
考
し
た
。

な
お
佐
藤
先
生
は
、
岩
手
中
・

高
柔
道
部
卒
業
生
の
柔
桜
会
の

名
簿
整
理
作
製
中
な
り
と
の
こ

と
で
あ
る
。

従
っ
て
完
成
の
暁
の
時
点
で

魅
力
あ
る
柔
道
部
発
展
の
指
針

を
検
討
し
た
き
所
存
で
す
の
で
、

そ
の
節
に
は
よ
ろ
し
く
賛
同
ご

協
力
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
部
O
B
会

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

梨
子
洋
和
（
新
3
3
回
）

今
年
に
入
っ
て
二
上
先
輩
よ

り
電
話
が
あ
り
、
「
市
内
リ
ー
グ

の
組
合
せ
が
あ
る
か
ら
ち
ょ
っ

と
来
い
」
と
言
わ
れ
て
会
場
へ

行
き
ま
し
た
。
そ
の
時
先
輩
が

事
務
局
の
飛
澤
さ
ん
に
向
っ
て
、

「
俺
は
協
会
の
役
員
も
や
っ
て
る

か
ら
、
今
後
石
桜
の
連
絡
は
こ

の
梨
子
に
入
れ
て
く
れ
」
と
言

わ
れ
ま
し
て
。
「
ア
リ
ヤ
、
も
し

か
し
て
俺
が
や
ら
な
き
ゃ
な
ら

な
い
の
か
な
？
ハ
マ
ッ
チ
ャ
ッ

テ
ル
か
な
？
」
と
思
い
ま
し
た

が
。
現
役
時
代
か
ら
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
大
先
輩
に
口
答
え

す
る
こ
と
も
出
来
ず
。
「
お
前
酒

飲
ん
で
あ
ん
だ
け
元
気
あ
ん
だ

か
ら
ヤ
レ
」
の
一
言
を
受
け
ま

し
て
O
B
チ
ー
ム
の
ま
と
め
役

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で

す
。
今
年
は
協
会
等
、
回
り
の

状
況
が
わ
か
ら
ず
皆
様
に
ご
指

導
頂
き
な
が
ら
、
な
ん
と
か
回

し
た
と
言
う
感
じ
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
は
（
英
国
で
）
教

育
の
一
貫
、
自
己
鍛
錬
の
一
助

と
し
て
発
展
し
て
き
た
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
殿
近
自
由
と
勝
手
気

偽
を
履
き
違
え
て
い
る
風
潮
が

あ
り
ま
す
が
、
自
由
に
対
し
て

は
費
任
を
伴
う
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
要
領
よ
く
自

分
だ
け
う
ま
く
世
の
中
を
渡
ろ

う
と
し
て
も
世
の
中
そ
ん
な
に

甘
く
は
な
い
も
の
で
す
。
（
恩
師

一
義
先
生
の
思
い
が
こ
の
年
に

な
っ
て
や
っ
と
私
な
り
で
す
が

分
る
気
が
し
ま
す
）

私
も
現
役
に
は
技
術
的
な
こ

と
よ
り
も
、
諦
め
な
い
で
辛
抱

努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
一

度
で
出
来
な
け
れ
ば
二
度
、
二

度
で
出
来
な
け
れ
ば
三
度
、
三

度
で
出
来
な
け
れ
ば
出
来
る
ま

で
ガ
ン
バ
ル
大
切
さ
を
。
要
領

よ
く
や
る
必
要
は
な
い
、
努
力

す
る
こ
と
で
何
か
が
見
え
て
来

る
ん
だ
ぞ
。
得
恵
を
伸
ば
せ
、

無
け
れ
ば
作
れ
、
他
人
を
思
い

や
れ
ー
・
と
も
っ
ぱ
ら
格
を
飛

ば
し
て
い
ま
す
。
身
体
的
に
頑

健
な
だ
け
で
な
く
他
人
を
思
い

や
れ
る
人
間
に
な
っ
て
欲
し
い

か
ら
で
す
。

現
役
も
今
年
度
は
A
プ
ロ
ッ

タ
入
り
し
、
父
兄
も
大
い
に
盛

り
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
し
、

我
々
O
B
も
現
役
に
負
け
な
い

よ
う
、
め
ざ
せ
花
園
－
・
石
を

も
貫
く
石
桜
橋
神
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
し
て
応
援
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

卓
球
部
O
B
会

卓
球
部
O
B
会
の
近
況

松
村
　
諭
（
新
2
2
回
）

卓
球
部
O
B
会
の
会
月
数
は

現
在
1
3
0
名
で
す
。
毎
年
の

新
年
会
と
還
暦
祝
が
主
な
行
事

で
す
。
O
B
会
幹
の
一
部
を
現

役
部
員
の
活
動
料
に
補
助
を
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
の
新
年
会

は
、
創
部
初
期
か
ら
二
十
年
余

り
顧
問
を
し
て
下
さ
っ
た
鈴
木

勝
彦
先
生
を
囲
ん
で
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
活
躍
し
た
頃
の
話
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
現

願
間
の
佐
々
木
康
明
先
生
の
現

況
の
報
告
も
あ
り
、
頑
張
っ
て

い
る
部
良
に
今
後
の
期
待
を
し

ま
し
た
。

2
2
回
生
の
私
は
卒
業
し
て
は

や
3
5
年
、
当
時
の
練
習
場
が
そ

の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、
現
在
も

現
役
部
員
が
汗
を
流
し
て
お
り

ま
す
。
い
つ
も
車
で
母
校
の
側

を
通
る
た
び
に
な
ん
と
も
雷
え

な
い
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
い
つ
も
母
校
の
岩
手
高

校
と
卓
球
部
に
在
籍
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
し
、

誇
り
に
思
っ
て
仕
事
に
励
ん
で

お
り
ま
す
。

新
‖
回
同
期
会

幹
事
代
表
　
小
原
幸
司

学
び
舎
卒
業
以
来
あ
っ
と
貰

う
間
に
4
3
年
が
経
過
、
人
生
最

初
と
す
る
長
寿
祝
の
「
還
暦
」

も
過
ぎ
学
生
時
代
が
よ
り
懐
か

し
く
な
り
、
久
し
ぶ
り
に
同
期

会
を
開
催
し
た
。
3
月
2
2
日

（
土
）
午
後
5
時
つ
な
ぎ
温
泉
ホ

テ
ル
愛
真
館
に
集
合
、
ゆ
っ
く

り
温
泉
に
つ
か
っ
て
か
ら
同
期

会
は
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
村
上
照
五
郎
同
窓
会

長
、
足
渾
至
先
生
、
高
橋
椅
四

郎
先
生
が
出
席
さ
れ
、
岩
手
中

（
新
9
回
）
も
含
め
て
総
勢
4

2
名

の
参
加
で
あ
っ
た
。
資
料
に
は

新
し
い
名
簿
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
社
会
活
動
、
地
域
活
動
や

ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
の
近
況
を

の
せ
て
音
ば
れ
た
。

最
後
に
C
D
を
バ
ッ
タ
に
校

歌
、
応
援
歌
を
歌
い
、
あ
っ
と

言
う
間
に
三
時
間
が
過
ぎ
て
お

披
き
と
し
た
。

薪
十
四
回
生
遭
層
配
意
の

同
期
会
を
開
催

幹
事
代
表
澤
田
邦
夫

8
月
9
日
（
土
）
午
後
5
時
よ

り
盛
岡
市
駅
前
北
通
り
の
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ニ
ュ
ー
ウ

イ
ン
グ
4
階
で
恩
師
の
足
沢
、

高
柵
（
棉
）
、
池
口
、
村
上
先
生
、

菊
地
校
長
を
囲
み
、
還
暦
記
念

の
同
期
会
を
開
催
し
た
。

各
ク
ラ
ス
の
幹
事
は
左
の
通

り
○

A
組
　
佐
藤
正
俊

遺
淵
恵
三

B
組
　
池
野
楯
雄

菊
池
洋
一

C
組
　
石
村
至
朗

荻
野
次
士

中
村
栄
孝

D
組
　
阿
部
久
佐

菊　　澤
池　　田
康　　邦
弥　　夫

糞
機
会
（
新
1
8
回
）
開
催

平
成
1
5
年
度
紫
桜
会
は
1
1
月

2
2
日
（
土
）
6
時
3
0
分
よ
り
つ
な

ぎ
温
泉
ホ
テ
ル
大
観
で
開
催
さ

れ
た
。
村
井
紀
之
幹
事
代
表
、

熊
谷
憲
治
事
務
局
担
当
と
し
て

案
内
、
同
窓
会
長
で
あ
り
紫
桜

会
顧
問
で
も
あ
る
村
上
照
五
郎

先
生
を
囲
ん
で
2
0
名
ほ
ど
が
集

い
、
翌
朝
解
散
し
た
。

．
第
4
回
石
桜
獅
子
の
会

（
斬
2
1
回
）
開
催
．
．

新
2
1
回
卒
の
獅
子
の
会
は
8

月
1
5
日
（
金
）
盛
岡
市
八
幡
宮
前

の
初
駒
本
店
で
開
催
、
村
上
照

五
郎
同
密
会
長
、
菊
地
治
雄
校

長
、
西
在
家
東
元
校
長
、
井
藤

博
先
生
、
沼
田
先
生
を
招
き
、

4
0
名
程
の
盛
会
だ
っ
た
。

メンズファッション＆スクールウェア

㈱　 佐　 藤　 被　 服

本　社　盛岡市肴町　T E L　㈹（624）3797
営業所　紫波郡矢巾町流通センター

T E L　㈹（637）2661

大々、御宴会・御商親等に
御利用下さい。

御食事処
；；：雷 の え ね 支 店

盛 岡 市 本 町 通 1 丁 目 17 －6

屯話 622－9346

肉　の　デパー ト

丸　　　　　 岩

盛 岡市上田一丁 目 7 のll T E L （624）65 65
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餌
平成15年度みちのく春季陸上－一・間大会出場
平成相手度盛同市内一一・周撫走　出叫
平成は年度春季期l塗上大食出ヰ
鸞551司農閂Rt■書事捜縛合体■大童■上■抜出」●　8■脚3t庄　川椙元幅（★北大曇出■柳）
♯58回★北陸上虹技大食出■　811杜捜書け仕　川村元裕
平成】4年度♯手1■過事績農上耽技食出場　8拙技技ホ3位　川村元裕
■55回倉手l■民体雷大会陸上l腋技出■
平成t5年度新人職l■上牧技大会虻■
平成は年度秋季睡上せ捜食出■

ソフトテニスヰ
第日【司大l■杯ソフトテニス大食出■
棚手相■事榊合体■大食ソフトテニスIl技大食　団体ベストB

lヨ山・中村■　tl人ベスト8（★北大会出■■1■）
■l哺司年度東北書等孝枝ソフトテニスik手織大会鶴■
礪55回着手県民体雷大会ソフトテニス虹技出■
集48t司岩手碍ホ尊攣枚新人ソフトテニス大食出■　ベスト8i■出

バスケットボール群
舞～5t司ガ事鼎■事筆校l島台1事書大会バスケット牧技出場　岩手1■ペスト8

パレ・－ポー・ル鯵
■3匝1岩手l■私立1書攣校男子・女子バレーーポール遭手I■大食出書

ラグビー・綽
ホ55回岩手膿ホ尊半枚絶合体－■大食ラグビー競技出t Cプ七ッケ債揚
幕55回岩手縄民体書大食ラグビー虹技出t Aブロック昇格
蠣83【司全lヨ■専学校ラグビーフットボール大会岩手爪大会出】■

彙遭＃
■23回北岩手・‡■▼蘇．■疇学校柔i暮大会出場

顎毒琵琶等竃詳美竃監諾芸㍊，
捌司丈；光量遠景岩拾遺撃警品遺憾原大竹
幕55風盤事l■民体書大食柔遭耽枝盛岡地区予i且出■
事55日I♯事県民体書大会桑遭虻抜出■
■35回岩手県ホ専学校l・2年件1別条遭遭手穐大食出■　9帥8線第3位井上。西鎗　川Okg超】政事日日晩小笠原大儀

鋼遭綽
第55【司岩手爪■専半枚総合俳書大食1Mi暮政抜出■
蠣55匝Ⅰ岩手県民体書大会1粥遭覆抜出■
152匝14同地区鋼王暮大食出t i■憬I■佐々木秀夫

■球節
■55回岩手県．■讐攣校絶合体■大会■拝観枝盛岡地区予遺大食出ヰ
第551司土手l■民俳書大食■王事観抜出■第55回土手縄民俳書大
岩羊水沢インターハイ
ンドポール蓼

l己念第6回MJオープン■鐸大会出1■

第55回魚肉市民体膏大食ハンドボール競技出■
第55回岩手県民体膏大食ハンドボール止抜出■

山岳揮
平成15牛虎第21司★北プロッタジュニアクライミング大会出■　れ7位佐々木攣洋羊　第19位田口　第24位中■、エ鐸
■5洞義手■1■攣校儀合体■大童tu■妓l軋削■3位
岩手県山岳マラソン大会出■　少年男子の経　書2位；丘曝裕佑　第4仕入l■　第71立中■　■9位工疇
岩手1■クライミングコンペ出l■　エキスパートの辞　書3位佐々木　ホ4位近∬　ホ6位工腐l！■8位中■

詔琵琶黒達吉拙宝冠望遠主義：言霊与論鴇諾；押韻官位
第6回ジュニアオリンピッククライミング大倉出■
平成15年鷹岩手爪クライミング遭手It大食11跡工藤t暮人　第3位田口℡鷹　ホ4位中■佑樹

テニス揮
平成14年鷹真北私立．■事学校テニス大倉出■　団体優勝
トヨタジュニアテニストーナメント2003　出■
第24回岩手県ジュニアテニス遭手It大食

l削■以下晃子シングルス　価■竹iは弘i暮勝6日韓唇　ベスト8布台容　ベスト16本宮匁1之．

トヨタジュニアテニスト
第24回岩手県ジュニアテ

18■以下晃子シングル
l引■以下男子・ダブルス

優　竹什胤■弘鵡桝田攣唇　ベスト8布台容づスト16本宮知之、吉日♯久
11靂■竹濃♯弘・石田書啓姐　第3位布台容・古書l粕也、吉田春久・1相田潤組

帽暮以下晃子シングルス　妄■優井川l疇■一心　13位杏地彬人　ベスト8雷■勢♯超、滞層充疇
ベスト161可節¶

柑姓以下弟子ダブルス　1暮8■川嶋Il一・郎・谷地相入組i■事は澤藤蕎叫・吉田響厳（ロイヤルテニ
スクラブ）姐　■31旺積弊♯耀・佐j胃未払岨
ベスト8儀村★佳・中山t介l且

14」■以下男手シングルス　ベスト8エ臓将、布台州、11■圭滋　ベストー6岩ヰ新也、谷村暮也
は▲以下舞子ダブルス　　れ3位花台州・高嶋圭濃姐、エl腋持・岩」軋新也姐
12】■以下舞子シングルス　ベストか佐々木橋穂

鶉22回倉手l■A級シングルストーナメント
溝優勝竹浪鷹弘　ベスト8川l書Il一・・郎

瑠撃努；粟要芙監予言監重言壷貌i書

芸濃蒜芸亨こ…二二■チタフルス

出■憫臍）

インターハイ出●●岬）

第22回岩手県中学生テニス遭手It大食
団体優I静
シングルス　増便鞠　谷地和人　ベスト8エ∬一指
ダブルス　　寸書勝　　脊地相入り劃鳳套滋組　ベスト8　谷村嘉也・磯田知希粗、岩1鴫薪也・有台州組

瑠守至芸闇デニス暮刊■大会
シングルス事t■　■竹濃■弘　　ダブルス鵬　竹濃書弘・石田書軸

頂琵誓芝要空転諾琴石葺瓢・！譜灘欝甲熟隠州…．棚．
ホ25回★北ジュニアテニス遭手It大会出■
柑t以下晃子シングルスベスト8竹膿康弘、布台容　ベスト16石l卦専管
柑■以下男子ダブルス　ベスト　竹濃鷹弘・石田専管姐
16膿以下男子シングルス　詞11か川嶋鴫－＃　ベスト8脊地相人

第20匝l東北中半生テニス遣手Ⅷ大会出場
団体鵡債l■

＊本校は特定のコースの成果を上げるために、他のコースを犠牲にしません。だからこそ、各コ
ースから国公立大学・有名私立大学をはじめ、多数の大学に合格者を出しているのです。

■遇去三年『の卒業生の主な合格校
事 3 期生 （平 慮u 年 3 月串 ） 蠣 l 糊生 平 虞14 年 3 月卒 ） ■ 5 隕生 （平成 15年 3 月串 ）

檜　 遭 i書　 抜 文　 理 嶋　 並 遭1　 縫 文　 理 檜 i■ 遭　 抜 文　 理
仏　 帝　 大 岩　 手　 大 轟 1 日 奪書 北 見 こし大 岩　 手　 大 岩　 手　 大 秋　 田　 犬 鰭　 事　 大 県 立 塵 短
岩　 手　 大 青 森 公 立 投 手 県 立 岩　 手　 火 山　 形　 大 付 森 公 光 （2 名） （4 名） 青　 森　 大
糟 」l 大 治 平 鼎 立 北 海 適 エ 山　 形　 大 1■　 ■　 大 県立 産喝 大 県 立 腐 朽王 照 先 盛 粗 八 戸 工 火
蓼 曾 文 大 札　 幌　 大 柑　 凝　 大 欄． ▲　 大 秋用県立粗大 北類遭 穀海人 岩 手 医 大 東 北 学 院 盛　 岡　 大
帝　 京　 大 札 幌 学 院 八 戸 工 大 釧 終日企 光 盛　 附　 火 青　 森　 火 （4 名） l l 沢　 大 秋月 ‖環 法
法　 政　 大 岩 手 医 大 枚 Ⅶ‖ 民 法 鼎 立 産 埠 東 北 学 院 八 戸 工 大 書 山 攣 l彙 爽　 海　 大 石 巻 噂 修
神 石H ll 人 奥　 羽　 火 着 手 五 大 岩 手 医 大 城　 西　 大 鰻 手 医 大 成　 城　 大 二 松 学 舎 東 北 学 院
用 志 壮 大 自 l喝　 大 盛　 岡　 大 東 北 学 院 暮 夏 ■ 大 盛　 岡　 大 東　 洋　 大 日　　　 大 東 北 工 火

城　 西　 大 石 巻 呼 件 兼 焉日生 大 1　 洋　 犬 秋 田 技 法 ‖　　　 人 神 奈 川 大 嫡 北 嶺 址
石 巻 噂 修 東 北 学 院 日　　　 大 日　　　 大 東 北 学 院 法　 政　 大 闘 志 壮 大 城　 西　 大
棄 北 学 院

東 北 ．t 大
書 雉 大

虞 北 工 大

北 盟 大
工 学 院 大

早 手l 日 大

同 志 社 大
乱 指 大

内 患 壮 大 東 北 福 祉

巣 北 工 大
埼 玉 工 大

闘 志 杜 大

（3 名）
大 東 文 化
拓 楕 大
帝 京 大帝　 京　 大

帝 京 大
東 京 工 芸
東 か 回 l崇

拓 粕 大
帝 京 大
薫 着日憂 大

土　 澤　 大 城　 西　 大 日　　　 大

8　 大
法 軟 大

千 葉 工 大
国 士 鮒 大

巳 本 書 大
神 奈 川 大二 松 学 舎 真 意 ■ 大 立　 正　 大 大 東 文 化 大　 谷　 大

日　　　 大 日　 大
神 奈 川 大

神 奈 川 大
栗 帰 大
京 杯 席 大

十 万日l 大 大 阪 芸 大

●国公立　21ネ　●私立大145名　●吋公立19名　●私立大Ⅰ47名　●国公立11名　●一臥立大151名

11人　シングルス　ベスト16谷地相人　ダブルス幕3位　香地櫓人・ホl■圭溢組
第20匝Ⅰ岩手1■■専学報一年生テニス場手It大食出■

男子シングルス　f暮め膠i■亮■
男子ダブルス　1霊醜一陣神木lト】可部鴨姐

講川l司岩手県秋季ジュニアテニス遺琴手樽大会出I i■碓井谷地相人
第601司会四．■専学校総合僻事大食テニス競技出■
れ10回東北秋季ジュニアテニス遭手lt大食出■　第3位谷地彬入
幕糾回岩手県ジュニアテニス遭手l■大会出l●

†劃■石田事唇　率†暮1■川ヰt一郎　ベスト8谷地相人
第35回♯羊県ホ書学校新人テニス大会盛岡地区チi■大会出■

謡卓鷲欝表慧；7；詳記．書
サッカークラブ

第8回全ヨホ書学校サッカー増車欄岩手県大会出■
水泳寸

書55匡l岩手県轟；書一筆枚総合体▼大食水洩lR抜出■
蠣55【司岩手爪丘体書大会水泳競捜欄書

芸肴品塞羞妄芙壬基芸桝書覗新人戦水場技抽出■

ス芸；諸中華枚ストア
全日本スキー連盟8線
月山GSスキー軌技食

ルベン軌捜l己暮l食出】■　纂19位近書　く中一攣l年生の∬鶉l位）
公隠8j臨ポイントレース　2003秋田八け平スラロー・ム大会　■64佐近か
．■校弟子　第5位桐谷　ホ10位近書1■18位田口　第23位工藤
中攣舞子　義Il位小野寺　ホ14位近l陣

礫式芯諒蒜
平成相手】責全t瓢ホ専一攣枚野球遥手穐大食岩手県大食仕日●

将棋龍
事25回みちのく名人戦出■　＝段位積†■】鹸11胸　倉鼻輪
ホ57回全日本アマチュア将棋名人】覿岩手県予退出叫

芸孟題字裏芸釜垂蒜芸花主遥蒜綬芸支美幸蒜荏賃蛋位芸出違世事Alチ＿ム幕3位糧手A2チ＿ム
男手団体8線i■優騰　岩手02チーム
■手■人職A鐘■■■　井口■－　ベストさ　川村雷■　佐々木裕太靡

♯24回全鳳中1攣生i数枚将旗遥手樽土手1■千il大食出l■
事16回全四ホ専‘半枚将棋t王戦士手縄予遺大食出■　A級■3位　川村薔よ　ベスト8澤口t一、七庸偽、岩泉聡

8線ホ3位　一村上鷹
ホ4回久慈■所1将棋大食段位j獲得l敗出■
蠣24風全皿中学生遺按将塊遣手l■大食出■
曽27画全皿l■書攣一校文化祭1■井大会出場
第14回大山十五せ名人杯将棋大金出l■
200四民年金杯将棋大食出】●　ホ尊学校の群任】■佐々木裕太郎　第21立荻本悠介　第3位佐々木■祐

吹…還雪盲雷禦撃琵隻㌍溝常吉董瑠訝卜叩脈々本職ぺス…醐鯛静太
等霊儒妄妄言芸義㌫ii等工学甥雪空彗李雪宍芳†完芙去詣ンド義彙義兼北大食出■欄柵

化等蓋：芸モ…：崇
絵画揮

ト細大拙■宍努竺竺Ⅶ白芸劃、■利札■昔■幕3位太田
平成15牛虎岩手1■補等半枚織合文化群集術工芸鳥

絵　画　部門　楕暮　秋事文弘　　入】豊　中白土圭　佐々木祥
デザイン揮門　人邁　小田島圭、吉田智」附
立　体　節門　人i且　伊】腋捜平

現役‾諸君の活躍を喜び健問を祈 る 雷羞望理事村上　昇

「
人
生
七
十
古
来
稀
な
り
」

と
い
う
古
林
を
迎
え
た
が
、
今

時
は
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
青
年
部
」

扱
い
で
あ
る
。
敬
愛
す
る
足
澤

至
、
大
沢
靖
と
い
っ
た
喜
寿
を

迎
え
て
猶
か
く
し
ゃ
く
た
る
肺
、

先
輩
の
背
中
を
見
な
が
ら
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
等
々

に
興
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

正
に
、
「
日
残
リ
テ
昏
ル
ル
ニ
未

夕
遠
シ
」
（
藤
沢
周
平
「
三
屋
清

左
衛
門
残
日
録
」
よ
り
）
の
感

が
深
い
。

さ
て
、
新
聞
‥
ア
レ
ビ
を
念

入
り
に
見
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

そ
ん
な
折
、
母
校
に
関
す
る
記

事
や
同
窓
諸
兄
の
動
向
、
特
に

も
若
く
将
来
の
あ
る
現
役
諸
君

の
活
躍
ぶ
り
を
目
に
す
る
の
は
、

殊
の
ほ
か
嬉
し
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
何
と

い
っ
て
も
情
報
満
載
の
春
の
「
高

校
総
体
」
で
あ
り
、
又
東
北
大

会
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
に

つ
な
が
る
夏
の
「
県
体
」
で
あ

ろ
う
。
テ
ニ
ス
を
始
め
、
山
岳
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
柔
道
、
剣
道
、

ラ
グ
ビ
ー
、
水
泳
、
陸
上
な
ど

母
校
の
名
部
の
活
躍
ぶ
り
は
、

そ
の
折
々
の
報
道
で
承
知
し
て

い
る
が
、
と
り
わ
け
テ
ニ
ス
部

の
こ
こ
数
年
に
わ
た
る
活
躍
ぷ

り
は
、
「
お
見
事
」
の
一
語
に
つ

き
る
。
至
難
の
連
覇
を
果
た
し
、

東
北
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
っ
た

圧
倒
的
な
強
さ
は
心
強
く
、
選

手
層
の
厚
さ
が
頼
も
し
い
。

そ
の
勢
い
は
、
か
つ
て
昭
和

2
0
年
代
か
ら
3
0
年
代
、
4

0
年
代

に
か
け
て
資
金
時
代
を
築
い
た

水
泳
部
、
体
操
部
の
そ
れ
を
ほ

弦
っ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

（
因
み
に
体
操
部
は
、
昭
和
2
3
年

か
ら
4
4
年
ま
で
の
2
2
年
間
で
、

9
連
覇
を
含
み
延
べ
1
5
年
首
座

を
確
保
し
た
。
石
桜
五
十
年
史
、

同
七
十
年
史
よ
り
。
中
高
一
貫

教
育
の
な
せ
る
わ
ざ
か
。
）
こ
の

際
、
選
手
、
指
導
者
、
関
係
各

位
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
益
々
の

発
展
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

一
方
、
「
宇
宙
の
夢
高
々
と
」

と
大
き
く
報
道
さ
れ
た
モ
デ
ル

ロ
ケ
ッ
ト
全
国
大
会
で
の
健
勝

は
、
か
つ
て
三
次
元
走
行
車
や

超
伝
導
の
実
験
デ
モ
で
名
を
馳

せ
た
物
理
部
の
活
躍
に
続
く
快

挙
で
あ
り
、
化
学
部
の
存
在
感

を
遺
憾
無
く
発
拝
し
た
。
物
理
、

化
学
と
い
う
今
日
的
分
野
、
テ

ー
マ
で
の
両
部
の
活
躍
は
素
晴

ら
し
い
。

又
、
将
棋
部
の
活
躍
に
も
大

き
な
拍
手
を
お
く
り
た
い
。
今

人
気
の
囲
碁
・
将
棋
の
普
及
が

進
み
、
レ
ベ
ル
が
一
段
と
高
ま

る
中
で
、
そ
の
頂
点
に
立
つ
こ

と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

メ
ン
バ
ー
の
心
技
体
の
充
実
の

証
で
あ
ろ
う
。

過
日
の
石
桜
同
窓
会
で
菊
地

校
長
か
ら
、
在
校
生
の
進
学
状

況
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況
を
含

む
母
校
の
現
状
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。
詳
細
な
添
付
資
料

を
通
し
て
、
改
め
て
そ
の
全
容

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
総

体
的
に
、
現
役
諸
君
の
勉
学
、

多
彩
な
部
活
動
へ
の
意
欲
的
な

取
り
組
み
が
う
か
が
わ
れ
、
た

い
へ
ん
心
強
か
っ
た
。
時
代
と

置
か
れ
た
環
境
の
中
で
懸
命
に

努
力
し
、
汗
し
て
い
る
諸
君
に
、

又
平
成
1
5
年
を
送
り
新
年
を
迎

え
よ
う
と
す
る
今
、
静
か
に
勉

学
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
で
あ

ろ
う
現
役
の
諸
君
に
、
「
幸
い
あ

れ
」
、
「
栄
光
あ
れ
」
と
、
O
B

の
一
旦
と
し
て
心
か
ら
の
エ
ー

ル
を
お
く
り
た
い
。

母
校
（
生
）
の
挑
戦
、
戦
い

ぶ
り
は
、
自
ら
の
青
春
時
代
の

そ
れ
と
重
な
る
だ
け
に
大
い
に

気
に
な
る
も
の
だ
が
、
O
B
団

は
、
い
つ
も
あ
の
〝
虎
キ
チ
″

に
も
似
た
熱
い
思
い
で
、
石
桜

の
バ
ッ
ヂ
を
着
け
た
諸
君
等
を

見
つ
め
、
見
守
っ
て
い
る
。
現

役
諸
君
の
健
脚
を
祈
る
や
、
切
。

追
伸
「
盛
岡
‥
、
、
ス
テ
リ

ー
映
画
祭
、
同
劇
場
」
に
続
き

大
き
な
話
題
を
よ
ん
だ
「
盛
岡
・

ば
く
ち
の
時
代
展
」
が
、
入
場

者
数
四
万
五
千
人
余
を
記
録

し
、
11
月
3
0
日
閉
幕
し
た
。
同

3
0
日
、
久
々
に
「
盛
岡
文
士
刺
」

を
見
る
機
会
を
得
た
が
、
力
の

入
っ
た
常
盤
津
林
中
に
魅
せ
ら

れ
た
。
流
石
に
貫
禄
を
み
せ
た

林
中
役
の
高
橋
克
彦
さ
ん
、
臆

す
る
こ
と
な
く
き
ち
っ
と
演
じ

た
京
桝
屋
役
の
石
川
富
者
蔵
治

さ
ん
（
同
期
）
。
同
窓
お
二
人
の

共
済
、
熱
演
に
格
別
の
思
い
で

拍
手
を
お
く
り
、
充
実
し
た
素

晴
ら
し
い
一
日
と
な
っ
た
こ
と

に
感
謝
し
、
帰
途
に
つ
い
た
。

こ
の
三
つ
の
企
画
は
、
云
う

ま
で
も
な
く
、
い
ず
れ
も
高
橋

克
彦
さ
ん
主
導
の
も
の
で
あ
る
。

そ
の
セ
ン
ス
の
素
晴
ら
し
さ
、

多
才
ぶ
り
、
全
て
に
タ
フ
な
氏

の
ご
活
躍
に
は
、
た
だ
た
だ
驚

く
ば
か
り
で
あ
る
。
同
窓
の
一

人
と
し
て
、
心
か
ら
の
敬
意
と

感
謝
を
申
し
あ
げ
た
い
。

平成16年度　岩手高等学校入試予定一覧

R Il の l暮畑 出■ 汁 櫓　　 条 件 出Il 期間 観 戦　日 拭 職 科 目 党　 費 入雫手枕さ

靖
別
1 憺
筆且
コ可
l
ス

事力蚊幾
：？≡…： 1 諾 …孟希望

1 月11日映〉

～川巳帥

l月16日梯 周鈷・数学・英欄

I月20日的

（一次）

l月21日榊
、 1月28日㈱
（二次）
3 月22日L和

一3 月23日（畑

雷t　　 l
上妃と伺じ生徒で中華3 年

次の騨定平均が3．8以上の暮

／
lli ■・椎1 ●

事　 」■
本校れ一志望に合格後11本

l月21日榊

、238 軸
l月27日快）

皿・牡・数・理・
其の 5散村から3

～月3 日的

事Ilと餅∫（一次）

舵
コ
l
ス

校入肇がit 的できる生徒 鞍稗の遭択
tl董書・面掩

2 月1 日㈱
・－2 月10日（畑
俳■ （二次）

3 月22日周）
～3 月23日（畑併　　 ■ 地織受II可

皿鰭・竃土倉・数学・
理科・美Il

ク　ラ　ブ　経　書

県大会規横で甘暮虻鑓欄を
収めた生往、よた11 それに匹
書する優れた能力を雫する生 l月IJB 的

l月16日00
椚董暮・椎暮●

I月20 8的
l月21日㈱

往
本校書棚 間がlか蛛した生

後

1 14日的 面権 ・～ l月28日㈱

二　 期　 蚊　 犠 ・募集人A　　 S名 3 月22白眼〉

～Z3日（火）
3 月25日休）

綱董暮・作文
面接 3月26El他 3 月298 明J

く今年度の闘鞘会〉

2頁に紹介した以外に開催された同期会等一覧
くお祝い〉

触 責暮 日 食 ■ 錮 l

■11H l 2 00 3ノ8乃 ホ テル こ1 －ウ イング

ポ21回生 （41の 会） 2（拍3／8／15 初 鞘

湘 拠 姥 Z的 3／8／16 ホ テル ロイヤ ル鯛

鳳 沌 牲 200 3／6／茄 足沢 至 先生 ご大 著

薪 6 固 生 2鵬 3／6／15 東 員覿
舶 胱 旺 2（朋 ハ ／1】 ホ テル ／ トロよ リタン
拙 回 生 研 椚 ／3 ホ テル 二1 －ウ インク

折11国 生 2伽 3／3／詑 麦 畑 射 酬 噂 川 上那 甜 拉

新1掴 生 憎 技会 ） 2∝I2／11／コ ホテル 火 ■ 村上野五郎項 漁読■先生

新 2 回曳 伽 2ハ糾 2 珊

嶋区 会

仙台 市桜 岡 宅会 2伽 2／8／盟 ノイ テ ン7 7
東京 石鯛 七会 2明 3／川／答 石山 タイ十モンドホール

f Ji信念 200 2／2／㌘ ホ テル 大 牡

心 拍 射 場 用 闇 給 200 3／7ハ 2 三 筋 司本店 朋 僅 ・同朋 先生

u f 火苧石船 †金蔵会 2仙 3／‖／2Ⅰ 耕 翳

も りlこしむ 桜会 伽 机 ○／6 〟山11とんとん山 札

ク ラブ 0 0 会
ソ フ トテ ニスO B 会 200 3／1／2 ホ テルニューウ イング
鑓 」祁 柁 捻 劫 D3／3／lS 棚 田l 卯 は m t 村 上閏 五郎 先生 ご美 並

撞 球 会r胃 打の ．班 j

出 版 祝
2叫 3／6／さ 珊

斬 7 回 生伊藤 l二村大
臣 表 彰祝 い

200 3／訊 ○ ホテ ル東 日本

析 Zl回 生富 澤俊 次 Il
会社 放 立お肋 l

2明 3／3／5 ホ テル二1 －ウ イング

l稚 仁 200 3／1日7 史 通栄 欝 汀媚 十字 企
貪 受 任

小 淵 夫 敷 瓦 尊敬 光旭 日や u 8 回生

損 失 久 勲 丘 等及 た旭 日書 ロl順 性

欠 航 蒼々 勲 六等 題 光旭 日鼠 f 3 回生

裕 翳 正人 勲 六 等龍 宝林 折 3 日生
藤 原 t■部 門 儀 宝 及光 単 ullH l
岨 朋 沌 魁 口 及光 轟 ■ 2 回生

大 沢 万か 平成 15年 度冊 企
体 育 大会 功労 者 旧 6 回生
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生
内
義
夫
先
生
の
作
品
（
芸
）
の
復
元
に
つ
い
て

新
5
回
生
畑
　
谷

守
　
良

昭
和
2
8
年
秋
、
岩
手
県
公
会

堂
で
生
内
義
夫
先
生
（
S
2
3

～
2
9
年
　
岩
手
高
音
菜
講
師
）

作
曲
に
よ
る
変
声
曲
「
岩
手
山
」

等
の
淡
秦
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

舞
台
裏
で
は
、
高
校
三
年
生

の
音
楽
部
員
が
、
当
時
普
及
し

始
め
た
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
式
の

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
、
演
奏

の
録
音
に
か
か
り
き
り
で
し
た

が
、
テ
ー
プ
の
容
量
の
都
合
上
、

一
曲
だ
け
を
録
音
し
ま
し
た
。

半
世
紀
を
経
た
昨
年
、
仙
台

の
右
横
会
O
B
同
志
の
間
で
、

こ
の
録
音
テ
ー
プ
の
存
在
が
話

題
と
な
り
、
新
1
1
回
生
の
横
田

英
司
氏
と
親
交
の
あ
る
、
西
富

市
在
住
の
佐
川
隆
二
氏
（
新
6

回
生
）
が
録
音
担
当
者
で
、
そ

の
テ
ー
プ
を
保
持
し
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
横

田
氏
を
通
じ
て
佐
川
氏
に
、
是

非
聴
い
て
み
た
い
の
で
テ
ー
プ

の
貸
し
出
し
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
快
諾
頂
き
ま
し
た
。

生
内
先
生
は
昭
和
2
4
年
、
「
岩

手
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
ソ
サ

エ
テ
ィ
」
と
い
う
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
を
結
成
さ
れ
、
変
声
曲

三
部
作
と
し
て
「
岩
手
山
」
「
北

上
川
」
「
三
陸
海
岸
」
を
作
曲
さ

れ
ま
し
た
が
、
幸
い
佐
川
氏
は

以
前
の
合
唱
練
習
時
、
「
北
上

川
」
も
録
音
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
現
存
の
テ
ー
プ
は
こ

の
二
曲
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

の
責
重
な
テ
ー
プ
を
入
手

し
た
の
が
今
年
の
1
月
未
、
以

来
ほ
ぼ
半
年
間
、
毎
晩
の
よ
う

に
子
守
唄
替
わ
り
に
2
曲
を
聴

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
初
め

の
う
ち
は
5
0
年
前
を
想
い
出
し
、

懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
そ

の
後
テ
ー
プ
だ
け
で
は
不
完
全

な
も
の
で
あ
り
い
↓
番
や
楽
譜

を
記
録
と
し
姦
す
べ
き
と
考

ぇ
根
開
殴
打
し
浅

し
た
が
、
所
詮
素
人
の
悲
し
む

㌍
鮎
雛
詣
詰

で
も
、
伴

の
音
が
重

爛
冊
腑
雛

と
、
皆
目
見
当
が
つ
j
ま
せ
ん
。

半
ば
諦
め
か
打
た
と
き
、
三
十

年
ほ
ど
温
敬
え
帝
に
音
楽
大

卒
の
谷
川
葵
智
子
ぎ
ん
言
い

絹
諸
貼
附
髭
摘

廉
い
し
て
み
ま
し
た
。
「
や
っ
て

み
ま
す
」
の
快
い
回
答
に
、
原

テ
ー
プ
か
ら
の
孫
テ
ー
プ
を
送

り
ま
し
た
が
、
テ
ー
プ
の
古
き

や
ダ
ビ
ン
グ
に
よ
る
音
質
の
劣

化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
6
月
に

な
っ
て
楽
譜
と
エ
レ
ク
ト
ー
ン

謁
甥
テ
去
届
け
ら
れ
ま

そ
の
楽
帯
は
セ
ーミ
プ
ロ
の
手

、
定
な
る
だ
札
に
、
私
ば
は
考
え

も
つ
か
な
い
細
か
な
点
も
肱
き

摘
鋸
㍍
謂
措
頂

一
．
方
歌
詞
に
つ
い
て
は
、
音

節
崩
謂
提

ふ
、
ラ
母
校
の
第
1
応
撰
歌
作
成

、
パ
†
ト
ナ
「
の
吉
田
柴
一
氏
薪

・
キ
回
生
）
．
の
協
丸
を
得
で
、
曙

山
‥
き
取
で
堀
怠
こ
↓
骨
進
め

て
い
ぎ
し

作
詞
者
の

節

～
2
4
　
岩
手
中

そ
ん
な
矢
先
、

一
先
登
（
t
S
2
2

国
要
旨

第2岡生内義夫作品費表合

交
葦
曲
三
部
作
歌
伺

＿一・一　一　一　■●lJ■lAZl■　‾・・・一一・・・一一一・静　■▲　●　■

着

た
■
職
は
■

し
た
＿
へ
て

淳
＿
巳
に

ご

驚

i

丘

戚
ナ
；

慮
れ
■
れ
一

t
l
；
王
’
k

●
ぎ
●
t
†

纂
で
も
に

■
＿
■
に

手
　
山

山
霊
い
く
ま

量
ヽ
け
＿
●

●
ひ
だ
■
け
l

カ
L
d
●
■

■
■
▲
＿
上
＿

星
空
〓
主
i

苧
〓
モ
三
言
l

■
○
上
t
▲
曹
i

〃
　
■
■
ト
’
■
t
け
ば

穴
も
託
か

レ
」

」
1
r

上
　
川

t
な
で
手
■

；

言

霊

出

≡

室

と

ち

　

三

幸▲
火
椚
ぷ

■
●
く
■
L

t
は
■
し
■

■
モ
r
O

北
上
d
　
〃

■
l
く
ズ
ー

水
上
ど
事

暮
●
か
ヽ

■
t
＿
▲
■

し
与
が
■
t

■
K
な
だ
れ
て

■
■
○
●
k

丘
－
t
J
ぷ
け
ば

■
ぽ
○
花
々
ナ

彗
丁
義
●

●
●
し
＿
ト
＿
檜
■
大
■

し
か
す
が
k
　
　
■
け
＿
覆
一
ほ

丸
ぞ
■
O

R
T
t
■
＿

し
だ
の
■
t

拗
音■

蓼
熟
■
ふ

な
だ
h
t

く
だ
け
事
与

も
上
は
　
〃

■
k
は
●
こ
●

O
t
l
■
l

t
＿
に
と
I

わ
か
土
○

●
な
■
■
一
叫

書
手
■

t
む
亡
と
h

爵■
ぴ
托
し
′

く
す
だ
士
○

＿
と
ろ
な
■

は
た
鎗
■
■

中
▲

’
▲
れ
■
し

暮
t
h
R
の

●
■
■
b
n
＿ タ

　
■
＿
は
r
i
i

事
の
■
蘭
ホ

■
－
t
薫
，
L

t
■
t
●
k
＿

府
中
お
く

禦
‡
き

t
上
川
　
○

▲
か
な
l

〃
　
l
が
岬
盲

ナ
1
●
t
d
ヽ

蟄
▲
○
与
野

■
■
上
瞳
■

孟
宗
，
書
き
長
針

，

つ

く

し

a

＞

l

　

　

ル

　

　

　

泄

〇

人

○

火
l
■
の

■
▼
な
＿

と
i
二
〇
（
■
し

■
だ
ほ
と
ば
し
－

い
■
寸
書
の
†

■
■
＿
■
■
■

■
ひ
l
t
L
b

e
t
h
■
け
血

書
ぐ
む
と
い
、
ど

■
t

■
史
こ
と

l
は
に
■
■
な
く

書
け
る
t
ふ
け
t

†
■
t
O
●
K

h
…
齢
…
芸

t
＿
＿
の
■
h

ェ
霊
i
i
羊

b
t
t
O
ほ
と
－

い
ざ
年
ふ
■
d

E
が
h
L
・
，
ポ
れ

蓑
l
人
…

t
L
l
こ
て
■
ル

よ
■
年
≡
〓
7

上
二
と
書
に
蒲
丸
く

み
な
事
暮
■

三
上
匿

い
†
▲
t
の

■
■
と
－

い
つ
○
壇
に

●
r
わ
け
む

鍵●
■
▼

日
の
t
；

O
r
■
†

l
L
舞
に

静
や
虞

●
t
富

な
r
雷
Y
に

し
■
曾
亀
＿

†
か
こ
上
平
む

＿
ぐ
ヽ
p
n

t
▲
一
カ
は

屯
t
i
I
；

★
霹
t

曾
L
l
咤

裁
上
川
　
‘

暮
れ
の
●
性
か

，
る
t
d
t
’
て

な
び
■
○
暮
は
ぐ

■
’
■
ゝ
■

急
き
■

海
岸

撃
t
は

あ
ひ
’
り
臍

血
憫
h
i
■
■

■
け
t
■

釈
‥
㍑
‥
‥

■
▲
J
t
方
錐

’
亡
く
－
り
■
れ
t

■
I
t
l
■

か
う
れ
し
l
く

入
江
モ
ひ
t
L

’
空
こ
言
え
血

書
こ
乍
t
■
t
t

d

三

三

ひ

完
ウ
雷
．
〇

且
か
t
a
■
t

t
t
㌫
！

、
；
k
生
■
●

ゆ
■
．
て
咋
1
線

’
占
－
■
†

暮
ら
夢
t

T
の
■
ぱ
■

■
t
ゝ
け
く

犬
a
O

亡
J
■
ム
■
●

≠
l
■
く

け
は
し
く
＿

t
r
▼
■
l

t
■
覆
す

’
な
く
立
○

鱒
王
至
芸

象
㌢

飲
ま
－

た
●
こ
r
b
に

戚
t
の

ひ
キ
ト
に
l

t
と
ふ
ん
ば

三
品
し
＿

－
訂
よ
▼

い
瞳
仕
上
，

■
上
水

十
L
よ
る

■
Y
に
は

暮
〃
8
檎

静
々
み
ず

北
柑
し
て

ー
tl
モ
ー

い
鵬
へ
ば

■
倒
の
り

鼠
l
ヽ
な
べ
●
～

■
T
，
ホ
r
t

｛
▲
▲
ハ
▲

一
一
t
■
■
■

牢
r
i
亨
吉

穐
れ
め
ぐ
ら
ふ

渡
聖
r
■
T

ナ
な
ど
，
人
の

噂
の
け
●
丈
ひ

十
一
一
ぷ
4
た

†
■
’
q
t

ま
K
t
だ
廿

ま
’
ふ
○
花

山
制
‥
試
‥

○
■
’
■
t
f
t

鱒
空
足
；
て

■
t
■
■
亡
1

せ
け
む
と
●
⊥
丁
＿

■
t
h
d
芯

b
だ
ウ
▲
ム
■

離
b
t
b
ぐ
，

叶
は
虚
＿
暮
め
ば

托
せ
書
く
L
t

t
’
合
蕗
i
i

書
の
’
ひ
＿

事

ヱ

こ

て

t
t
畿
●
匂
ひ

岩
野
；
i

電
○
■
け
纂
良

心
■
L
l

と
の
コ
ン
タ
ク
ト
が
得
ら
れ
て
、

合
唱
発
表
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

手
に
入
り
、
こ
こ
で
よ
う
や
く

「
岩
手
山
」
「
北
上
川
」
二
曲
の

歌
詞
と
楽
譜
が
揃
っ
た
の
で
し

た
。余

談
に
な
り
ま
す
が
、
仙
台

石
桜
岡
密
会
の
役
員
会
の
席
上

で
も
こ
の
歌
詞
＝
ア
ー
ブ
を
祝

聴
し
ま
し
た
が
、

会
長
の
小
林
傭

陵
二
氏
（
新
3
回
生
）
が
「
自

分
も
こ
の
コ
ー
プ
ス
の
メ
ン
バ

榔
腑
鰯
轟
担

私
た
ち
新
制
中
学
第
四
回
卒

業
生
・
新
制
高
校
第
六
回
卒
業

生
は
通
称
望
ハ
会
と
称
し
、
毎

年
同
級
生
の
心
を
結
ぶ
機
関
誌

「
急
須
」
を
発
刊
し
て
い
ま
す
。

今
年
で
6
号
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
機
関
誌
は
、
一
人
ひ
と
り

の
6
8
年
間
の
生
き
様
を
読
み
と

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ご
覧
に

な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
な
お
、
同
窓
会
事
務
局
に

も
数
冊
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

誼
て
い
た
人
が
、
声
が
大
き
く

■
昔
々
つ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
」

と
の
こ
と
。
斉
の
後
の
調
べ
で
、

そ
嘗
恵
「
宇
山
」
ソ

ロ
パ
ー
ト
の
石
塚
邦
夫
氏
（
故

人
・
新
1
回
生
）
で
あ
る
こ
と

が
分
か
の
ぎ
し
た
。

尤
も
小
録
音
テ
ー
プ
の
方
の

男
声
よ
リ
ス
ト
は
国
立
音
大
の

清
水
幾
人
氏
で
あ
り
、
「
北
上

川
」
′
の
女
声
ソ
リ
ス
ト
は
当
時

の
l
閑
一
高
音
楽
教
諭
古
藤
高

手
先
生
番
人
・
S

同
校
在
職
Y
で
あ
る
こ

明
し
ま
し
た
。
台
藤
先

ほ
ほ
ほ
ほ
用
は
遁
ノ

授
業
の
嘩
・
．
い
つ
も
生
徒
よ

早
く
音
曇
に
来
て
、
一
ベ
L
≠

－
ベ
ン
や
シ
ョ
バ
ツ
の
ピ
ア
ノ

曲
を
弾
重
な
が

て
い
ま
し
た
っ

竣を待っ．
と
懐
か

し
そ
う
で
し
た
。
　
　
　
＼

復
元
し
た
2
曲
に
つ
い
藻

歌
詞
は
完
全
な
も
の
で
す
が
ぶ

楽
譜
の
方
は
混
声
3
部
合
唱
の
．

主
に
高
音
部
の
メ
ロ
デ
ィ
だ
け

で
あ
り
不
完
全
で
す
。
ま
た
、

生
内
先
生
は
交
声
曲
3
部
作
と

更
に
も
う
一
部
「
平
和
」
と
い

う
曲
を
残
し
た
の
で
す
か
ら
、

そ
の
内
の
ま
だ
2
曲
し
か
録
音

採
譜
さ
れ
て
お
ら
な
い
わ
け
で

す
。更

に
昭
和
2
6
年
1
1
月
、
岩
手

中
学
・
高
校
の
創
立
2
5
周
年
記

念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
関
連
行
事
の
一
環
と
し
て
、

生
内
裏
夫
作
曲
・
水
原
一
作
嗣

「
創
立
2
5
周
年
記
念
祝
典
カ
ン

タ
ー
タ
」
が
岩
手
高
校
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
男
声
合
唱
に
よ
っ
て
披

露
き
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
楽
譜

及
び
歌
詞
は
会
誌
「
石
桜
」
4

8

号
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
楽
譜
を
基
に
、
再

び
谷
川
さ
ん
に
腐
孝
ア
ー
ブ
の

作
成
を
依
頼
し
て
ガ
か
．
ま
す
。

ま
た
、
盤
内
先
生
が
岩
手
躍

学
に
赴
任
早
々
の
昭
和
2

3
年
の

こ
と
、
当
時
中
学
2
年
だ
っ
た

5
回
生
の
音
楽
授
業
中
「
こ
の

歌
は
俺
の
作
品
だ
け
ど
、
唄
っ

て
み
む
さ
い
」
と
短
編
2
曲
を

唄
わ
さ
れ
た
健
か
が
あ
り
ま
す
。

お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
謹
す
が
、
妙

に
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
が
頭
に
残
っ

て
お
り
、
な
ん
と
か
譜
面
化
し

て
母
校
に
残
し
た
い
思
い
で
す

が
、
こ
の
2
曲
に
つ
い
て
の
記

憶
が
ど
こ
ま
で
も
曖
昧
で
す
の

で
、
ど
な
た
か
に
お
願
い
し
て

正
確
な
曲
と
す
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
幸
い
な
の
で
す
が
…
…
。

な
お
、
生
内
先
生
が
永
年
指

導
さ
れ
た
「
岩
手
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ッ
ク
ソ
サ
エ
テ
ィ
」
に
よ

る
合
唱
で
も
あ
ケ
ま
し
た
の
で
、

或
い
は
メ
ン
バ
ー
の
准
か
が
楽

譜
を
持
っ
て
い
な
い
か
、
誰
か

拓
当
時
の
思
い
出
話
等
聞
け
な

小
か
な
ど
と
尽
さ
ぬ
興
味
が
湧

い
て
き
ま
す
。
東
に
は
「
三
陸

整
質
と
「
平
和
」
の
毒
探

し
が
残
さ
れ
て
昧
ぎ
す
か
貝

今
後
調
査
を
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
幸
い
に
し
て
ま

た
思
い
が
け
ず
収
集
で
き
ま
し

た
資
料
を
、
今
回
母
校
に
寄
贈

で
き
ま
す
こ
と
を
何
よ
り
も
喜

び
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
こ
れ
ら
資
料
の
作
成
に

当
り
、
多
く
の
方
々
か
ら
情
報

捷
供
頂
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け

横
田
氏
か
ら
は
多
大
の
協
力
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝

致
し
ま
す
。

資
料
収
集
並
び
に
提
供
者

細
谷
守
良
（
新
5
回
生
）

佐
川
隆
二
（
新
6
回
生
）

吉
田
柴
一
（
新
7
回
生
）

横
田
英
司
（
新
u
回
生
）

照
昭
和
胡
上
空

三

　

′

ん

∵

I

γ
仏
．
、

音
楽
の
真
髄
を
伝
え
た

教
師
と
生
徒
た
ち
の
軌
跡

新
7
回
生
　
吉
田
乗
一

生
内
義
夫
先
生
　
在
籍
期
間

昭
和
2
3
・
4
～
2
9
・
1
1
　
音
楽

故
人

水
原
一
先
生
　
在
籍
期
間

昭
和
2
2
・
4
～
2
4
・
4
　
国
語

駒
沢
大
学
名
誉
教
授

昭
和
2
4
年
　
岩
手
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ッ
ク
ソ
サ
イ
テ
ィ
結
成

（
お
耳
い
）

昭
和
50
年
か
ら
昭
和
6
0
年
ま
で
の
間
に
卒
業
さ
れ
た

諸
子
に
お
願
い
し
ま
す
。

も
し
在
校
時
の
「
生
徒
手
嶋
」
を
お
も
ち
で
し
た
ら

同
窓
会
事
務
局
ま
で
。
住
所
・
氏
名
・
卒
業
年
度
明
紀

し
て
下
さ
い
。

応
募
者
に
は
薄
謝
を
呈
し
ま
す
。

岩
手
高
校
、
岩
手
女
子
高
校
音

楽
部
合
同

昭
和
2
4
・
4
・
1
8
　
水
原
一
先
生

離
任
式

昭
和
2
4
・
5
・
3
0
　
岩
手
県
主
催

第
3
回
岩
手
芸
術
祭
参
加
　
生

内
義
夫
新
作
カ
ン
タ
ー
タ
「
北

上
川
」
発
表
　
（
県
公
会
堂
）

昭
和
糾
　
岩
手
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
ソ
サ
イ
テ
ィ
主
催
「
第

一
回
生
内
義
夫
作
品
発
表
会
」

（
資
料
不
明
）

昭
和
2
5
・
2
・
7
　
交
声
曲
三
部

作
「
岩
手
山
」
「
北
上
川
」
「
三

陸
海
岸
」
生
内
義
夫
指
押
　
三

神
昭
子
伴
奏

岩
手
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
ソ

サ
イ
テ
ィ
出
演
に
よ
り
1
0
Q

G
ロ
ー
カ
ル
タ
イ
ム
に
東
北
六

県
向
け
に
放
送
さ
れ
た
。

昭
和
2
6
T
6
雫
石
町
大
火
、
生

内
義
夫
先
生
自
宅
全
焼
に
よ
り

帰
省
。
そ
の
前
後
に
祖
父
と
叔

父
、
1
2
月
に
父
を
失
う
な
ど
の

不
幸
が
重
な
る
。

昭
和
2
6
・
6
岩
手
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ッ
ク
ソ
サ
イ
テ
ィ
主
催

「
雫
石
救
済
音
楽
会
」
に
生
内
先

生
を
招
待
。
先
生
指
揮
に
よ
り

交
声
曲
三
部
作
発
表
、
雫
石
町

に
収
益
を
寄
付
。

昭
和
2
6
・
1

0
生
内
義
夫
作
曲

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
」
発

表
（
国
立
音
楽
大
学
講
掌

昭
和
26
・
u
・
4
岩
中
・
岩
高

創
立
2
5
周
年
記
念
祝
典
カ
ン
タ

ー
タ
発
表

生
内
義
夫
指
揮
岩
手
高
校

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
男
声
合
唱

書
手
高
校
講
堂
）

昭
和
2
7
・
1
・
2
0
岩
手
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
ソ
サ
イ
テ
ィ
主
催

「
革
一
回
生
内
義
夫
作
品
発
表
会
」

第
1
部
変
声
曲
「
平
和
」

第
2
部
変
声
曲
「
岩
手
山
」

学
生
歌
（
ド
イ
ツ
民
謡
）

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
」

賛
助
出
演
バ
リ
ト
ン
独
唱

清
水
義
人
ピ
ア
ノ
内
田
弘

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
阿
部
昭
吾

（
県
公
会
堂
）

昭
和
2
8
・
1
1
・
9
岩
手
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
ソ
サ
イ
テ
ィ
主
催

「
国
立
音
楽
大
学
室
内
楽
団
演

奏
会
」

生
内
義
夫
指
揮
岩
手
大

学
、
岩
手
女
子
高
校
、
岩
手

高
校
合
計
約
6
0
名
に
よ
る
変

声
曲
「
岩
手
山
」
合
唱
出
演

（
県
公
会
宴
）

（
昭
和
軍
は
・
川
発
行
右
横
新

聞
第
2
5
号
記
事
）

薫
交
声
曲
三
部
作
1
0
Q
C

岩
手
県
下
放
送
予
定
S
甲

1
2
1
1
5

出
演
岩
手
大
学
、
岩
手
女

子
高
校
、
岩
手
高
校

遽
参
考
資
料

第
2
回
生
内
義
夫
作
品
発
表
会

資
料

会
誌
石
桜
48
号
（
創
立
2
5
年

特
集
、
音
楽
部
報
）
、
同
4

9
号

（
音
楽
部
報
）

石
桜
新
聞
…
創
刊
号
、
2
5
号

石
桜
7
0
年
誌

■
事
務
局
よ
り

会
報
発
行
に
あ
た
り
、
同
窓

先
輩
の
方
々
か
ら
熱
き
心
あ
ふ

れ
る
原
稿
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
変
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。
先
輩
の
方
々

に
お
か
れ
ま
し
て
は
今
後
も
ご

健
勝
に
て
、
益
々
清
辟
さ
れ
、

後
輩
生
徒
の
た
め
に
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

インターネットによる岩手高校のホームペ
ージが開設されております。今後も機々な情

報を紹介してまいりますのでご期待ください。

アドレス　httpJ／WWWjwate－Jh．ed．Jp／

特定建設業
Z　 株式会社 下 河 原 組

〒02 0 【0 403
代喪取繕役会員 下 河 原 義 郎 （新 5 回 生 ） 岩手 県盛 耶 乙部 川 割 6 番地 l

闇 嘲 l 柚 最 下 河 廣　 大 帝 （新 誠 回 生 ） T E L 6％ 霊 珊

F A X 6 96 ・・236 0

横右料理とわんこそばの店
初 はつこま駒

盛岡市八幡町 10－2 1　　 電　 話　 0 19－6 5ト 7 184

（盛岡八幡宮前）

スタジオ撮影 ・各種スピード写稟 ・各種カメラ
カラー・D ．P．E ・首己念出張撮影

フォ ト M ⑳ R l◎ K A 弼

池ノ谷　 忠　 正

材木町信用金庫向　T E L（622）7457




